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午前11時８分再開 

○議長（柴田裕隆君）  休憩前に引き続き、会議を開き、一般質問を続行いたします。 

 次に、３番中島秀樹議員の質問を許可します。３番中島秀樹議員。 

     （３番中島秀樹君登壇） 

○３番（中島秀樹君）  皆様、こんにちは。３番議員の中島秀樹でございます。大内田議

員の質問が終わったにもかかわらず、お忙しい中、私の質問までお付き合いいただきまし

てありがとうございます。 

 きょうは、経済振興について、朝農跡地利用について、子宮頸がんワクチン公費助成に

ついて、市長マニフェストについて、４つの質問項目を準備しております。非常に一つ一

つでも時間が足りないような項目なんですが、急いでとりあえず４つ挑戦してみたいと思

っております。時間がないせいか、非常に単刀直入な質問になってしまうかもしれません

けれども、執行部のほうはどうぞよろしくお願いいたします。これだけたくさんの方に来

ていただいておりますので、傍聴に耐え得る質問ができたらなというふうに思っておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

     （３番中島秀樹君降壇） 

○議長（柴田裕隆君）  ３番中島秀樹議員。 

○３番（中島秀樹君）  では、最初に、子宮頸がんワクチン公費助成についてを質問いた

します。 

 これは４つ準備しております。１、子宮頸がんワクチンについて。２、公費助成につい

て。３、費用について。４、問題点についてを質問させていただきます。 

 まず１、子宮頸がんワクチンについて。子宮頸がんワクチンについて、私のほうから簡

単に説明させていただきます。 

 私は、30年後のことを考えて議員生活をしていきたいと思っております。多分30年後は、

子宮頸がんワクチンというのは公費で助成になっていると思います。子宮頸がんワクチン

は、唯一予防できるがんというふうに言われております。ただ、私は朝倉市に一歩踏み出

していただきたいというふうに考えております。子宮頸がんワクチンの公費助成の一歩を

踏み出せれば、特色あるスローガンに上げています健康文化都市の健康の部分で大きく前

進するのではないかというふうに考えております。 

 子宮頸がんは、言うまでもなく女性のがんです。ほとんどがヒトパピローマウイルスと

いうウイルスによって起きます。ウイルスは性交渉によって感染するため、性交渉を経験

する前の10代前半にワクチン接種すれば、７割以上が予防できるというふうに言われてお

ります。 

 日本では、ワクチンは昨年末に発売されましたが、保険がきかず、全額自己負担です。

約５万円から６万円と、高額な費用が普及の支障になっているというふうに言われており

ます。子宮頸がんは、日本では毎年約１万5,000人が発症し、約3,500人が死亡していると
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いうふうに言われております。女性の20代から30代では、がんによる死因の第１位です。

市長も女性の子どもさんがお２人いらっしゃったというふうに思いますが、私も娘が２人

おります。もしがんになったなら、正直な話、６万円というのは非常に高いというふうに

思っております。二の足を踏んでおります。でも、もし娘ががんになっていれば、多分

６万円払ってでも注射をしておけばよかったというふうに思うと思います。 

 当然、市としてのコストの問題があるというふうに思います。ただ、がん患者となれば、

かかったはずの医療費や失われたはずの労働力を計算すると、がん予防にかかるコストの

ほうが小さいという試算もあります。ワクチン接種に公費助成し、接種率を高めようとい

う自治体が出てまいりました。 

 九州では、佐賀県の小城市が４月から中学２、３年生を対象に、接種１回当たり7,500

円の助成を始めました。先ほど申しましたように、ワクチンが５万円から６万円、３回接

種をしないといけないそうです。小城市は１回につき7,500円、ですから３回ですので約

２万円強の助成をしているというふうに考えられます。 

 私は、朝倉市にぜひとも第一歩を踏み出していただきたいと思っております。そういっ

た意味で、１回7,500円とは言いませんので、まず私のほうから提案したいというふうに

思っております。３回で約５万円から６万円かかりますので、１人につき１万円助成をし

ていただけないでしょうか。そうすれば、若い命が助かりますし、予防することができる

唯一のがんだというふうに言われております。そういった意味で、私はこれは実現すれば

市はいいことをしてくれたというふうに、責める人はだれもいないと思います。この点に

ついてお聞きいたします。公費助成についてのお考えをお尋ねいたします。 

○議長（柴田裕隆君）  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（青笹祥子君）  子宮頸がんにつきましては、議員御説明いただいたとお

りでございます。 

公費助成につきまして、仮に11歳から14歳までのうちの１学年の女子、見ますと300人で

ございます。300人に全額助成いたしますと1,080万円から1,800万円ということになりま

す。議員おっしゃいますように、１万円の助成としても300万円が必要ということになっ

ております。 

 子宮がんの予防というのは、次世代育成支援、それから子育て支援、少子化対策に大変

重要なこととは受けとめております。しかし、このワクチンの接種については問題点があ

るというふうにとらえております。一つは、ワクチンの供給体制、それから安全性の問題

がございます。昨年末に接種が始まったばかりのワクチンでございますから、供給体制を

どうするのか、それからワクチンの効果、あるいは副作用というものを見きわめる必要が

あるかと考えております。 

 ２つ目は、啓発とか周知の問題でございます。集団接種にしろ、任意の接種にしろ、ワ

クチンの接種の際にしっかりとした啓発が必要であります。性交渉で移るウイルスですか
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ら、ワクチンを接種していれば移らないということで、安易な考えの性行動をしないよう

に、そういう啓発、それが必要であります。それから、もう一つ、このワクチンが一生続

く効果があるというものではございません。７年、あるいは10年、それから20年と、この

あたりは不明でございますが、そういうふうに言われております。どちらにしろ、もう一

度検診を受けながらの予防ということになりますので、そこのあたりの啓発、そのあたり

もきっちりしていかなければならないというふうに思っています。 

 ３つ目は、先ほど申しました助成の財政的な問題でございます。この３つを市の新たな

負担として出せるのかどうか、そのあたりの検討が必要と思っております。結論的に申し

上げますと、ワクチンが子宮がん予防に効果的であるということは十分承知しております。

しかし、市にとりましては、大変な問題でございますので、先ほどの問題について、デー

タ等も取り寄せながら、国の公費助成の話もございますので、そのあたりの検討もしなが

ら先を判断したいと思っております。以上でございます。 

○議長（柴田裕隆君）  ３番中島秀樹議員。 

○３番（中島秀樹君）  ありがとうございます。大阪市は助成しない理由をワクチンの副

作用のデータがまだ不明な上、人口が多過ぎて予算的な措置が難しいからというふうに助

成しない理由を言っております。 

私も副作用の点は非常に気になっております。市が集団接種を行うということになれば、

やはり市民の方は市がすることだから間違いはないだろうということで信頼なさると思い

ます。ですから、私は今の時点では任意接種がふさわしいのではないかというふうに思っ

ております。 

 そして、先日、成人式に出ましたが、約１学年が600人ぐらいでしたので、大体そのう

ちの半分、300人ぐらいが女性だろうというふうに類推いたします。そういった中で、私

が提案させていただきましたように、もし１人１万円の助成をするということをいたしま

したならば、単純に１万円掛ける300人の300万円で費用が済むかどうかお尋ねしたいと思

います。 

○議長（柴田裕隆君）  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（青笹祥子君）  １万円の助成でしたら300万円で済むかどうか。はい、

１万円でしたら単純に300万円ということになります。 

○議長（柴田裕隆君）  ３番中島秀樹議員。 

○３番（中島秀樹君）  済みません。会場準備代とか人件費とか、そういったのがかかる

のかなと思ったんですが。そういたしますと300万円という金額は、決して高くはないの

ではないかというふうに私は思っております。そういった意味で、一歩踏み出そうと思え

ば踏み出せるのではないかというふうに考えております。 

 議員は勝手なことばかりいろいろ申し上げますが、市長がマニフェストの中で、就学前

の子どもの医療費を22年より無料とし、23年度から小学６年生までの医療費を助成します
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というふうに出していますが、これよりもたやすくできるんではないかなというふうに思

っております。また、私はこれからカラーを出していくということが大事ではないかとい

うふうに思っております。オバマさんが「チェンジ」、菅総理は「第３の道」というふう

に、それぞれカラーを出していっております。そして、また市民は変革というのを望んで

おります。そういった中では、森田市長のカラーを出すのには、この子宮頸がんワクチン

の助成というのは非常に得策ではないかというふうに私は勝手に考えております。市長、

この点についてどのようなお考えがあるかお聞かせください。 

○議長（柴田裕隆君）  市長。 

○市長（森田俊介君）  確かに子宮頸がんワクチン、今いろいろなところで話題になって

おります。 

 今言われたように、私は財政がどうだからこれをやらないんだという考え方ではない。

必要であれば、多少の財政的に出費があっても、やるべきときはやるという考え方です、

基本的には。ただ、先ほど部長から答弁いたしましたように、安全性等の問題、このあた

りが、たとえ任意であろうと、助成を出すということになると、市としてやっぱり、そこ

あたりきちっと確信がないとなかなかやれんと。ですから、そういうことも含めてやはり

きちっと検討した上でやるならやるという形でないと、行政としてはいかがなものかなと

思っております。 

 ですから、中島議員、せっかく私のこと心配していただいて、特色を出せということで

言っていただきましたけれども、この子宮頸がんワクチンの助成については、私どものほ

うでそういったことも含めて検討させていただくということで御了解いただきたいという

ふうに思います。 

○議長（柴田裕隆君）  ３番中島秀樹議員。 

○３番（中島秀樹君）  この質問はそろそろ終わりにしたいというふうに思っているんで

すが、これ朝日新聞の記事に載っていたんですけれども、朝日新聞の取材では、19都道府

県の35の市町村が公費助成を今年度から始めているそうです。そういった意味では、この

制度というのはどんどん私は広がっていくのではないかなと思っております。 

 そういった意味で、もちろん安全性の問題とか、クリアしないといけない問題はあるか

と思うんですが、ぜひともアンテナを張っていただきまして、少なくともよその市町村に

おくれることがないように、私はこの制度のほうに参入していっていただきたいというふ

うに思っています。 

 以上で、子宮頸がんワクチンの公費助成については質問を終らせていただきたいと思い

ます。 

 次に、経済振興についてを質問させていただきます。 

 経済振興については、経済振興を目的とした民間組織をつくれないかという項目を上げ

させていただいております。私は、こういったイメージを持っております。今、経済振興
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ということがあれば、まず上がってくるのはブランド品をつくりますというのがよくあり

ます。会議か何かで集まりましてブランド品が何かつくれないかというような会議をいた

しまして、頭をひねって、なかなかやっぱり難しいなと、一発ではできないなというよう

なところが本当ではないかなというふうに思っています。また、自然発生的に、棚からぼ

たもちではないですけれども、そういった意味で落ちてくるのを待っているような状態で

はないかというふうに勘ぐったりもしております。 

 そういった中で、私はこういうイメージを持っております。まず会社をつくります。こ

れは民間の会社です。この民間の会社は公共の理念を持った会社です。利益を確かに生ま

ないといけないんですけれども、あくまでも公共的な理念を持った会社がいいというふう

に思っております。 

 そういった意味で、私は市役所から１名、この会社のほうに社長でもいいですから出向

をさせていただきたいというふうに思っております。そして、新規採用で若者を二、三名

採用いたします。で、この二、三名の若者は、１年か２年は市のほうで給料を持ちます。

ただし、その期間が終われば自前で給料は稼がないといけないような形になります。そし

て公共の理念というものを市役所の出向者から徹底的に植えつけられます。朝倉市のため

になるようなことをしろと。あくまでも１業者だけをもうけさせるのではなく、幅広くみ

んなをもうけさせないといけないというような理念を埋め込みます。そしてもう一つは、

１年後、もしくは２年後に給料が打ちどめになりますので、自分たちで稼がないといけな

いので、必死に働かないといけないような形になって、前もってそういった覚悟を持って

働いていただきたいというふうに思っております。 

 20代ぐらいの若い、僕は威勢のあるのがいいというふうに考えています。なぜこういっ

たことを考えるのかと言いますと、朝倉の特性というのは、やはり自然とか食とか、そう

いったのが切り口になるのではないかなというふうに思っております。そういった意味で

は、外貨を獲得しないといけないというふうに思っております。それは東京から来てくだ

さるのが一番いいんですが、東京からなかなか来るというのは難しいと思いますので、や

はり福岡・久留米の大都市圏に隣接しておりますので、そういったところからお金を落と

してもらうような、そういった仕組みが必要ではないかなというふうに思っております。

そして市長も先ほどの答弁のほうにありましたが、日帰りレジャー客に特化した戦略を立

てるべきではないかなというふうに思っております。 

 都市圏の方々は、毎日日曜日の朝、もしくは休みの朝、どこに行こうかなというふうに

いろいろ考えてあって、おもしろいものがあったら、やはりどこか出かけていかれる方が

大半だというふうに思っております。自然環境や温泉や農産物、そういった魅力があると

ころに私は小旅行をするのではないかなと思っております。 

 そういった中で、私はそういった会社をつくりまして、その会社は朝倉市の情報の発信

をしたらいいというふうに思っております。例えば甘木のまちの中に飲食店がありますけ
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れども、こういったところで何かお祭りをしますと。これは私の思いつきなんですけれど

も、来月の頭にスイーツ祭りをしますというような企画を決めます。これはなかなか一お

店がこういった企画をしようといっても、なかなか賛同が得られないというふうに思って

おります。そういった意味で、そういった新しい新規の会社をつくって声をかけて、市の

肝いりでやっていますので、そういった意味では賛同が得やすいのではないかなと思って

おります。そして、そういったイベントを打って、市という一つの権威がありますので、

そういったのを使ってマスコミとか、そういったところに売り込みにいくと。そういった

ことをしたらどうかと思っております。また、私はそこまでしないと、これからの経済発

展というのは民間の間では限界があるというふうに思っております。 

 これは鳩山さんではないですけども、新しい公共というふうに私は考えているんですが、

民のほうに公が力を貸してあげる、そういったアイデアが必要ではないかなと思っており

ます。 

 民間会社を立ち上げるとか、給料を１年分、２年分市から出すとかいうのは、非常にと

っぴな発想だというのはわかっております。そんなことはできないはずがないじゃないか

というふうに答弁いただくというのは予想できるんですが、でも今それくらいしないと、

もうできないんではないかなと。朝倉市の産業の活性化というのは難しいんではないかな

というふうに考えております。 

 以上、私が長々と話しましたが、この点についてどのようにお考えかお聞かせいただき

たいと思います。 

○議長（柴田裕隆君）  市長。 

○市長（森田俊介君）  今ですね、中島議員、地域経済振興ということで、並々ならぬ情

熱を持って自分なりの考え方を語られました。確かに、今そういった形で各地方が自分の

地域をどうやって売り込んでいくかということで、お互いにしのぎを削ってやっておると

いうのもまた事実であります。 

 そういった中で、じゃあ行政が、市が介入した会社、具体的にどういうものをイメージ

すればいいのかというのは、ちょっと今の話の中ではまた私よく理解できないところがあ

りますが、例えば第三セクターなのか、そうじゃないのか、そういったことがあろうと思

います。しかし、現在を見てみますと、既に民間でそういったプロデュースですとか、例

えばフィルム・コミッションみたいな映画をロケーションを誘致するとか、そういった活

動をやっている民間の企業、会社なり、そういったものがございます。ですから、まずは

そういったところといかに活用していくか、そしていかに提携していくかということのほ

うをより先にやっていいんじゃないかと。いきなり会社設立ということじゃなくて、まず

そういったことをやるということでやっていくほうが、現状にとってはより現実的でもあ

るし、よりやりやすいといいますか、取り組みやすいことになるんではないか。ただ言わ

れている趣旨、考え方については大いに理解できるところであります。 
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○議長（柴田裕隆君）  ３番中島秀樹議員。 

○３番（中島秀樹君）  なかなか私が口でしゃべりましたらイメージしづらいと思います

が、私はこういうイメージを持っております。今、観光コーディネーターということで所

長さんがいらっしゃいますけども、これの産業コーディネーターという、こういった役割

です。産業コーディネーターがいまして、この方を中心に朝倉市の産業をコーディネート

していく。私は販路の拡大だとか、宣伝とか、マスコミの売り込みとか、そういったこと

をしていく人が必要ではないかというふうに思っております。そして、この方は官ではな

いといけないと考えていいます。官ではないと、みんながついてこないのではないかとい

うふうに考えております。そして、私は、先ほど新入社員を２名雇ったらいいんじゃない

かと申し上げたんですが、この２名というのが必ず将来朝倉市を背負って立つ人材に育っ

ていくのではないかというふうに思っております。そういった意味では、こういった第三

セクターでもいいですから、そういったセクターを立ち上げることは、また朝倉市の将来

を背負う人材づくりにでもなるのではないかなと考えておりますが、もう一度お尋ねしま

す。この点についていかがでしょうか。 

○議長（柴田裕隆君）  市長。 

○市長（森田俊介君）  言われることはよくわかりますが、じゃあ朝倉市の規模の自治体

で、それだけの人を公費でやって果たしてどうなのかと。私は、皆さん御存じのように県

会議員をしておりました。実は、現に県にそういう組織があるんです。で、実は私も、あ

る朝倉の民間の会社の人に紹介をして、それでコーディネーターしてもらって、ある企業

との関連ができました。ですから、まずはせっかく県にあるんだから、そういったものを

まず利用するということのほうが、より現実的だというふうな気がいたします。 

○議長（柴田裕隆君）  ３番中島秀樹議員。 

○３番（中島秀樹君）  確かにそういったものを利用するのが現実的だと思います。ただ、

しつこいようですが、そういったやり方では、なかなかもう限界に来ているのではないの

かなと考えております。そういった意味では、新しい発想というのが必要ではないかなと

思っております。今までのやり方を変えていかないと、なかなか朝倉市の経済的な発展と

いうのは難しいのではないかなというふうに思っております。 

 話がちょっと個別になって恐縮なんですが、私は例えば朝倉市の農産物を生で売るとい

うのも確かに大事なんですが、そういった加工をして加工品を売っていったりするのも大

事ではないかなと思っております。ただ、じゃあその加工品をだれがつくるのかといいま

すと、それはあくまでも民間任せで行政が音頭を取るわけでもなく、いま一つ朝倉市とし

てのブランドの戦略というのができていないのではないかなと思っております。そういっ

た意味で、ではもし加工品を売ろうというふうにするならば、今朝倉市はどういった手順

を踏んでいるのか、また将来どうあるべきなのかというのをお聞かせいただきたいと思い

ます。 
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○議長（柴田裕隆君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（牟田芳高君）  ブランド戦略なり６次産業の推進ということでの御質問

というふうにとらえて御回答させていただきます。 

 ６次産業化につきましては、議員御指摘のとおり、朝倉市としての取り組みがおくれて

いるというところであるというふうに認識をいたしております。どの業者の方と接点を持

つか、こういう部分が一番大事なところでございまして、組織としては、現在のところＪ

Ａの生産加工、このような分野の中でございますと、独自にＪＡ組合を中心とした開発が

なされて、そしてまた販路も一定確保されているというような状況にもございます。しか

し、まだまだ個別の生産者の方、たくさんいらっしゃいますわけで、また意欲を持った商

業者の方もいらっしゃいます。そういう中での接点をどのようにとらえていくかというこ

とで、今考えておりますのは、商工会議所、商工会、こういったところを市の農政部門が

接点を持ちまして、何かコーディネートできたらいいなというような考え方を持っており

まして、その流れで今後進めていけたらというような、具体的な構想というものは持ちま

せんけれども、そういう接点をということで考えております。 

 そういうやることで商業者の方が自分の販路、こういったものでその商品を広く知らし

めていただく、こういうことが結果的にブランド化につながっていくと、いろんな商品の

開発につながっていくというふうに今のところ農業部門としては漠然と考えておりまして、

じゃあ具体的にどのような作業でやるかというのは、まだまだ検討の段階であるというこ

とでございます。 

○議長（柴田裕隆君）  ３番中島秀樹議員。 

○３番（中島秀樹君）  長々私が言っているのはちょっと夢物語でわかりづらいというふ

うに思うんですが、ぜひとも行政のもう一歩踏み込んだ対応というのが必要ではないかな

というふうに思っております。一度、例えばフリーペーパーとかにお店が紹介されれば、

やはり売り上げというのは、一時的ではありますが、ぐんと伸びるそうです。マスコミに

取り上げられれば、やはりお客さんが一、二週間は多いというふうに聞いております。た

だ、一商店、一個人では、なかなかマスコミに取り上げていただくというのは難しいとい

うふうに思っています。 

 そういった意味で、今からマスコミも上手に付き合っていかないといけないというふう

に思っておりますので、そういった中でマスコミが取り合ってもらうというのは、やはり

ある程度オーソライズされた会社、公の部分ですね、そういった組織が私はやるべきでは

ないかなと思っております。そういった意味で、公が情報発信をしていって地域を変えて

いくと。そういった新しい発想が私は必要ではないかなというふうに思っております。 

 そういった意味で、これから朝倉市の発展のために、いろいろ私なりに提案をさせてい

ただきたいと思っております。きょうはちょっと概念的なお話になってしまったんですが、

ぜひとも御検討いただきまして、実現できるようであればお力をお貸しいただけたらとい
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うふうに思っております。 

 １番の経済振興については終わらせていただきます。 

 次に、朝農跡地利用についてを質問させていただきます。 

 これは４つ準備させていただいております。１、具体的な利用計画について。２、進捗

状況について。３、農地利用について。４、管理についてを質問させていただきます。 

 では、まず１番目、具体的な利用計画についてを質問させていただきます。朝農の跡地

の利用問題につきましては、平成19年11月22日に、朝倉市に対し、寄附受納についての申

し入れがあっているというふうに思っております。そして翌年の６月３日に受納するとい

う回答文書をいただいております。寄附受納の申し出から約２年半、そして受納について

約２年がたっております。そういった中で、この問題はまだ具体性が見えておりません。

グランドデザインが描かれておりません。まず寄附の受入態勢ができないのはなぜか御説

明いただきたいと思います。 

○議長（柴田裕隆君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（牟田芳高君）  校友会の寄附の受納が実施されないのはなぜか、要点は

どういうことかという御質問でございます。 

 ３月までの経過の中では、農業委員会と校友会が所有しておられます農地の移転の問題、

これが農業委員会と協議をいたします中で理解が得られなかったと。要は農地の移転が障

害になっているということで認識をいたしております。 

○議長（柴田裕隆君）  ３番中島秀樹議員。 

○３番（中島秀樹君）  農地の転用許可ができなかったからということですか。しかし、

農地の利用につきましては、朝農は農地を持っているわけですから、これは前もってわか

っていたことだと思っております。２年というのは非常に私は長いのではないかなと思っ

ております。民間の会社でいえば、２年たって全く具体的な計画ができていないというの

は、これは余りにも遅過ぎるのではないかなというふうに思っております。では、農地法

の３条の許可申請が受け入れられなかったというのは何が原因なんでしょうか。 

○議長（柴田裕隆君）  朝農跡地対策室長。 

○朝農跡地対策室長（伊東 功君）  農地法３条の許可がいただけなかったということで

ございますが、これにつきましては、朝倉市として農地を農地として使いたいというふう

なことで、営農計画書等を添付しながら申請をしたわけなんですが、朝農全体を一体的に

使うとはどういう計画なのかと。じゃあ具体的に農地をだれが何を何の目的を持って耕作

するのかといったようなところの指摘が農業委員会の審査の中でございまして、結果的に

は平成22年２月の定例農業委員会でございましたが、農業委員会からの指摘によりまして

申請書の取り下げをいたしたところでございます。以上です。 

○議長（柴田裕隆君）  ３番中島秀樹議員。 

○３番（中島秀樹君）  そしたらば、だれが何を利用するというのを私は出したらいいの
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ではないかというふうに思っているんですが、それができないのはなぜなんでしょうか。

結局堂々めぐりになりまして、だれが何をするかが決まらないから農地が利用できない。

農地の利用が決まらないから今度は受納ができないというふうに、ぐるぐる話が回るよう

な形になっていると思います。では、この具体的な利用計画についての進捗状況はどのよ

うになっていますでしょうか。 

○議長（柴田裕隆君）  朝農跡地対策室長。 

○朝農跡地対策室長（伊東 功君）  農地についてでございますけど、今おっしゃいまし

たように、だれが何をというところまで示さないと農業委員会としての許可はおりないと

いうところでございます。それで、現在そういう農業委員会からの指摘を受けましたので、

じゃあ具体的にだれがというような部分について、現在跡地の農地につきまして、例えば

活用計画の中にもありますように、食育を進めていくためには食物への生産への理解が重

要でございますので、例えば水稲の植えつけから収穫までを体験しながら、収穫の喜びを

感じるとともに農業への理解を深めていただくということでの学習の場としての活用を検

討していきたいと思っております。以上です。 

○議長（柴田裕隆君）  ３番中島秀樹議員。 

○３番（中島秀樹君）  具体的な話ではないと思っているんですが、特に去年11月末に公

募をいたしまして３社の案が出ております。これにつきましては、11月末に公募をいたし

まして、いまだに審査も行われていなければ、審査をするメンバーも決まっていないよう

な状態だと思っております。私は、この３社につきましては、３社も薄々気がついている

のではないかなと思っております。このまま審査をしていただけないのではないかという

ふうに、気がついているのではないかというふうに思っております。半年以上もたって何

も回答もなければ、そういった機関も決まっていないというのは、そう考えるのが自然だ

というふうに考えております。 

 これは、私からのまた提案なんですが、当然責めは負うと思うんですが、私はこの公募

はもう白紙に戻されたらいかがでしょうか。悪かったと。この公募はなかったことにして

くださいといったほうが、これからの事務作業を進めるに当たりましてスムーズにいくの

ではないかというふうに思っていますが、それでもやはり公募の審査というのはなさるお

つもりでしょうか。どちらかお答えください。 

○議長（柴田裕隆君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（牟田芳高君）  審査についての御質問でございます。現在のところ、議

員お話のとおり猶予をいただいているというのが現状でございます。 

 で、朝農の跡地の活用につきましては、寄附をいただきます校友会用地と、横にござい

ます県有地、これを一体的に活用するという基本活用方針が示されております。 

 そういう中で、具体的にどのような活用をされていくのかと。これは県有地を公的に活

用するということで現在譲渡協議をさらに進める予定で事務作業を進めておりますけれど
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も、このような公的活用と相まって、朝倉市としてのちょっと目の細かいといいますか、

そのような活用の姿というものが見えてまいるというふうに私どもは作業を進めているつ

もりでございます。そうなってまいりますと、当然ながら先ほどの農地の活用の部分にも

入りますが、３条許可として、市が農地をもって活用するという部分は当然に限られてま

いります。試験田でありますとか、そういう実習のための農地として活用すると。そのよ

うな具体的な活用の姿というものを一定、より現実のものとしてまとめ上げ、それがイ

コール一体的に活用するということで募集した提案事業者の審査のほうにつながっていく

というふうに、私どもとしては作業上、そういうふうにつなげていきたいというふうに思

っておりますので、もうしばらく待ってほしいというのが今の対策室としての考え方でご

ざいます。 

○議長（柴田裕隆君）  ３番中島秀樹議員。 

○３番（中島秀樹君）  今の答弁がちょっと私よく理解できなかったんですが、庁内であ

る程度の案を出しまして、３社の案と整合性を持たせていくと、こういった考え方でよろ

しいでしょうか。 

○議長（柴田裕隆君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（牟田芳高君）  審査をいたします際には、従来の議論をひもといてみま

すと、一定市の基本的な活用、基本的といいますか、一定具体的な活用計画が示されない

ままに提案事業者のほうに一体的活用のアイデアを募集したといいますか、そういう形に

なっていると。そうすれば、市としても一定の審査に耐え得るといいますか、それぐらい

の方針、こういったものをつくらないと、審査をクリアするといいますか、そういうこと

はできないであろうというふうに私どもとしては思っております。 

 そういうことから、現在基本的計画として方向性、こういったものが示されております

ものの、これちょっと議論が違うかもしれませんが、一体的な活用をしていくためには、

公的活用としての県有地の譲渡、こういったものもございますので、公的活用の内容、こ

ういったものを県の担当課のほうとさらに詰めていく、こういう中では具体的な活用のイ

メージ、これが強くなっていくというふうに私は思っております。 

 そういうことから、一定のイメージがとらえられる市の活用指針といいますか、方針と

いいますか、これをつくり上げながら提案事業者の一定の審査につなげていきたいという

ふうに思っているところでございます。 

○議長（柴田裕隆君）  ３番中島秀樹議員。 

○３番（中島秀樹君）  となりますと、11月の時点では具体的な案がないままに公募をし

たということになると思います。では、この点については何が原因で、だれに責任がある

んでしょうか。 

○議長（柴田裕隆君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（牟田芳高君）  具体的な市の基本的スタンスがなかったといえば、ちょ
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っと踏み込んだ発言でございましたかもしれません。その当時としては、22年の４月から

朝倉農業高校跡地を実際に活用していくと、そういう大目標がありましたものですから、

スケジュール上、外部の提案をお願いしたというふうに私は理解しております。 

○議長（柴田裕隆君）  ３番中島秀樹議員。 

○３番（中島秀樹君）  きょう一般質問でも私が気がつきましたように、市長、副市長、

総務部長の前列の３名の方はもうおかわりになっていらっしゃいます。そういった意味で

は、この問題は非常に難しいというふうに思っているんですが、やはりお三方がかわりま

したので、新しい方向性というのをある意味過去を断ち切ってやっていかないと私は解決

しないのではないかなと思っております。政治的な解決というのは、私は求められるので

はないかなと思っております。白紙にして、要するにこの話はなかったことにしてくださ

いとかいうような非常にむちゃなことを言うのは存じ上げているんですが、しかし、そう

いったふうにしていかないと、私はこの３社の案というのが足かせになっているのではな

いかなというふうに思っています。 

 そういった意味で、もう一度、多分このままでいくと審査はなかなか前に進まないとい

うふうに思っております。そういった意味で、私はぜひともこの３案は白紙に戻して、も

う一度一からやり直したほうがいいのではないかなと思っております。 

 そして、今度は県からの譲渡についてお尋ねしたいんですが、減額譲渡を受けようと思

ったらば、土地だけで評価額が２億500万円というふうに聞いております。今半額の譲渡

１億250万円で県と交渉をしているというふうに聞いているんですが、私は県から減額譲

渡を受け入れれば、それでいろいろなまた条件がつきます。10年間はいろんな縛りがかか

ります。全額で２億500万円、減額で１億250万円、１億円をどう見るかという問題はある

と思うんですが、私は足かせがないほうがいいのではないかなというふうに思っておりま

す。２億500万円で減額なしで譲渡を受けるべきではないかなと思っております。これも

当然県のほうからは方向転換であるということで、非常にお小言を言われると思うんです

が、私はそういう足かせがないような状態で物事を進めたほうが、公的利用ということで

10年間足かせをかけられるよりは２億500万円で買ったほうが安いというふうに考えてい

ますが、この点についていかがお考えかお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（柴田裕隆君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（牟田芳高君）  減額譲渡で今まで県と折衝をしておったと。そういうこ

とから、制約がないような形での譲渡は考えられないかという御質問でございます。 

 経過をひもといてみますと、確かに県と21年９月に策定をされました跡地活用計画を基

本に活用の内容を詰めながら公的活用をしますので譲渡をというような流れになっていた

ことは事実でございます。その説明の折に、減額譲渡ありきというような過去発言をした

経過もあるように記録されております。 

 私が引き継いでひもといてみますと、要は県有地の譲渡をお願いするには、原則県有地
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の売却に当たっては一般競争入札であろうというふうに思われます。それが公的に活用す

るということで随意契約にまずなるのではないかと。で、校友会のほうが寄附をされたと

いう、そういう経過を踏まえて、公的に活用する方針としての計画基本ができております

ので、それをもとに県と公的活用をしますから、ひとつ朝倉市と契約をしてください、随

意契約をしてください。そういう中でいろんな活用、現状で活用こんなことを考えます、

こんなエリアで考えますということを詰めていく中で、有利な価格でひとつ譲渡ができな

いかというような流れになっているのではないかというふうに理解をしているわけでござ

います。 

 ですから、議員おっしゃいますように減額譲渡50％でもって話をしていた。そういうこ

とになりますと、県の条例にございますような使途目的、こういったものが制限されるわ

けでございますから、そのような過程での話ではなかったというふうに理解しているとこ

ろでございます。 

○議長（柴田裕隆君）  ３番中島秀樹議員。 

○３番（中島秀樹君）  私は、朝倉農業高校の跡地につきましては、いろんな意見がござ

います。市役所を持ってきたらいいとかいう方もいらっしゃれば、体育館を建設すべきだ

というふうにおっしゃる方もいます。 

 これは私のあくまでも私案なんですが、一般質問で１回述べさせていただいたんですけ

ど、私はあそこには農業の拠点をつくるべきだというふうに考えております。そういった

意味で、森林組合や農協さんに来ていただきまして、同じ農業ですので活用ができるので

はないかなというふうに思っております。 

 そういった中で、森林組合さんは土地を探してあるというふうに聞いております。農協

も探しているというふうに聞いております。そういった中では、お互いニーズが合うんで

はないかなと考えております。ただ、農協では公的な利用にはなりませんので、減額譲渡

を受けた場合には売れないというような形になると思います。ただ、御存じのとおりに朝

農と県有地というのは非常に入り組んだ形になっておりますので、やはり一帯で活用しな

いと使うことはできないと思っております。で、農協さんは当然この３案の中にも、先ほ

ど白紙に戻したほうがいいというふうに言っておりましたが、手を挙げていらっしゃるわ

けですから、私はそういった方向性に、ある程度したらいいんではないかというふうに思

っています。そして農協の本所をどいてもらいまして、ピーポートの有効活用もできると

いうふうに思っておりますので、そういった中で筋道をつけたらいいんではないかなと思

っております。これはあくまでも私の私案ということで言わせていただくんですが、農協、

森林組合の利用についてはどのようにお考えか、御意見を聞かせていただきたいと思いま

す。 

○議長（柴田裕隆君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（牟田芳高君）  森林組合については、一定跡地の活用計画の中で方向性
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としては示されておりますし、農協本所ということは触れられておりませんが、農業の一

定の拠点ということでは方向性が示されております。本所ということになると、なかなか

方針的に非常に重たいもので議論が必要かなというふうに思っているところでございます。 

○議長（柴田裕隆君）  ３番中島秀樹議員。 

○３番（中島秀樹君）  ちょっと私、言葉が過ぎて私案を述べ過ぎたかもしれませんけれ

ども、ただ、ある程度の方向性といいますか、そろそろもう出していかないと何も今決ま

っていないという状態ですので、そろそろ大なたを私は振るべき時期に来ているのではな

いかなと思っております。 

 そういった中で、仕事というのは、何回も申し上げますけれども期限があるというふう

に思っております。期限がないと、やはりやっていけないというふうに私は思っておりま

す。そういった中で、私は市長がおかわりになられたばかりですので、あと市長の任期の

途中まで、２年以内にぜひともこの問題を解決していただきたいと思っております。当初、

寄附の申し出があって、からでしたら、今から２年後でしたら、５年になります。幾らな

んでも５年というのは私は長いんではないかなと思っていますので、この５年、要するに

今から２年後までに私は結論を出すべきだというふうに思っております。このタイムスケ

ジュールというのをお示しすることはできませんでしょうか。今後のタイムスケジュール

について、どのようにお考えかお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（柴田裕隆君）  朝農跡地対策室長。 

○朝農跡地対策室長（伊東 功君）  現在の県有地の譲渡願の書類につきまして、あくま

でも目安としてでございますけど、６月末をめどに、案という形にはなると思いますけど

も、それを提出することで進めていきたいというふうに思っております。以上です。 

○議長（柴田裕隆君）  ３番中島秀樹議員。 

○３番（中島秀樹君）  その６月の処理というのは間違いなくできますか。そしたら、済

みません、宿題にお答えいただいていないんですが、今後のスケジュールにつきましては、

私は２年という具体的な数字を出させていただきましたけれども、どのようにお考えかお

聞かせいただきたいと思います。 

○議長（柴田裕隆君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（牟田芳高君）  中島議員の御質問の２年以内に解決するというのは、校

友会有地の寄附を完了させるということでの２年でしょうか。その活用まで含めて構想を

きちっと実現をさせると。まず私ども４月以降一生懸命取り組んでおります部分について

は、校友会有地の寄附を７月までに完了するというような要望が出されております。これ

に向かって努力をまずしておるということでございます。で、これを解決するのと並行に、

一体的活用でもって利用計画を具体案化しなければなりません。そういうことで、従来の

譲渡の流れをもう一度県の担当課のほうと接点を持ちまして、具体的に市長が申しました

６月末には譲渡案として提出をしていきたい。そうなりますと、これは希望でございます
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けれども、８月あたりには一体的な朝倉市としてのグラウンドが整備できると。そのグラ

ウンドの中でエリアごとに実施活用の絵をかいていきながら４月以降、新年度に向かった

活用へ進めていきたいというふうな大まかなスケジュールというのは描いているところで

ございます。 

○議長（柴田裕隆君）  ３番中島秀樹議員。 

○３番（中島秀樹君）  市長おかわりになったばかりで、この問題というのは非常に難し

い問題というのは私は存じ上げております。ただ、トップとしてこの問題についてどのよ

うな筋道をつけるおつもりなのか、また私はこれはもう政治案件になっていると思ってい

ますので、どのようなお考えかお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（柴田裕隆君）  市長。 

○市長（森田俊介君）  先ほどから話がございますように、朝倉農業高校の跡地、特に県

下で類を見ないような校友会が今まで自分たちの母校に、校友会の厚意で自分たちの後輩

のためにということで６町歩という広大な土地を提供されておりました。その土地を今回

残念ながら朝倉農業高校、朝羽高校が一緒になるということで、残念ながら朝倉農業高校

がなくなると。その際に、この校友会の持った広大な土地について、朝倉市のために使っ

てほしいという思い、それと自分たち、やはり何とか農業に関係のあるもので土地を役に

立ててほしいという考え、そういった中で寄附をいただくということになっています。 

 で、先ほどからるる話がございましたように、今日まで相当年数がたってきたわけです

が、これを今から、はっきり申し上げまして、今の段階で申し上げますなら、まだスター

トラインに立っていないという私自身の判断です。それまでに整理しなきゃならん問題が

幾つもあります。先ほど出ました。例えば先ほど言いましたように校友会の問題。校友会

の皆さん方は校友会の皆さん方で事情があるわけです。財団法人の問題等あります。です

から、それらが常に連携をとってくればよかったんだけども、残念ながら校友会と市との

信頼関係が今はない。そういったところの信頼関係をやっぱり構築していきながら、お互

いに同一交渉でやっていかなきゃならん、そういったこと。あるいは県有地の、一体的に

利用するなら県有地がどうしても必要です。県有地の入手、先ほどから言われていました

ように、今まで減額譲渡ありきで来たと。減額譲渡になると、どうしてもその後の使途に

制約が出てきます。果たしてそれでいいのかという議論も、どうもなされていないような

感じがいたします。そういったこと。 

 それから公募、この跡地利用については、ここにありますが、21年９月に活用計画、こ

れが出た、あるだけなんです。この計画があるだけです。その後、例えば実施計画とか、

公募に際して、普通ですと、こういう方向で活用したい実施計画があって、それにのっと

った形でどなたか応募してくださいというのが本来の形なんだろうけども、これ１本しか

ないのに公募されている。ですから、私どもとしては公募してもらっている３社の方々に

対しても非常に申しわけないんですけれども、しばらく待ってください。そういったこと
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も今からきちっとけじめをつけなきゃならんだろうと。もろもろそういったことをまずき

ちっと整理をした上で、それから本当に待たせて申しわけないと思います。しかし、それ

からのスタートということになろうと思います。ただ、中島議員が言われるように、なる

べく早くやらなきゃならん。しかし、２年以内と言われると、期限を切られると、私もさ

あ２年以内にしますということをこの場で言うわけにはできませんので、そのことについ

ては御理解をいただきたいというふうに思います。以上です。 

○議長（柴田裕隆君）  ３番中島秀樹議員。 

○３番（中島秀樹君）  市長の非常に強い気持ちが伝わってまいりました。ぜひともこの

問題、スムーズにいくようにさばいていただきますようにお願いいたします。 

 最後に、あと２年でできるかどうかというのはわからないんですけれども、これから管

理の問題が発生してくるというふうに思っております。校友会の方と管理につきまして話

し合いを持つというふうになっておりますが、具体的に話し合いというのは持たれている

んでしょうか。具体的に管理についての話し合いを何回持ったかお聞かせいただきたいと

思います。 

○議長（柴田裕隆君）  朝農跡地対策室長。 

○朝農跡地対策室長（伊東 功君）  具体的な管理につきましては、予算も計上させてい

ただいておりますし、校友会の事務局の方とそういうような予算組みもしておりますので、

ぜひ朝倉市として管理をしていきたいというふうな申し入れをいたしております。 

 具体的にこの部分については、例えば除草剤散布とか、機械を持って刈るとかモアとか

ですね。それから圃場につきましては耕起をしながら、あぜ草切りといいますか、そうい

うことについてやっていきたいということで申し入れはさせておりますけど、現時点で校

友会のほうから理事会の承認をいただきながら、その管理についての話を進めさせていた

だきたいというように話を伺っておりますので、その返事を現在待っているところでござ

います。以上です。 

○議長（柴田裕隆君）  ３番中島秀樹議員。 

○３番（中島秀樹君）  今、返事を待っているというお答えがありましたけど、実際に席

に着いて顔を突きあわせてお話はされてありますでしょうか。 

○議長（柴田裕隆君）  朝農跡地対策室長。 

○朝農跡地対策室長（伊東 功君）  あくまでも管理につきましては、校友会の事務局の

方とお話をさせていただいて、実は14日の日に校友会の理事会があるというふうに伺って

おります。きょうは15日ですから、昨日あっておると思いますので、何らかの回答なり返

事をいただけるものと思っております。以上です。 

○議長（柴田裕隆君）  ３番中島秀樹議員。 

○３番（中島秀樹君）  この管理の問題につきましても、やはり私はスケジュール、それ

から工程ですね、そういったものを明らかにすべきではないかなと思っております。校友
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会の方のお力を借りないと管理というものはできませんし、また力を借りることが、ある

意味、市のコストを抑えることにもなると思いますので、これは共存共栄という視点から

も私は大事なことだというふうに思っております。 

 時間がなくなってまいりました。市長マニフェストについてはできませんでしたので、

これは今回はもう割愛させていただきます。以上で私の質問を終わります。 

○議長（柴田裕隆君）  ３番中島秀樹議員の質問は終わりました。 

 午後１時10分まで休憩いたします。 

午後零時８分休憩 


